
令和３年度　安全就業スローガン

あのヒヤリ　常に意識し　安全就業

シルバー人材センター理念

《自主・自立、共働・共助》
シルバー人材センターは、

を理念とし、会員自らが運営に参画する組織です。

薮波地区　 谷　博道　会員
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出雲大社　神楽殿前にて
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
お
仕
事
を
発
注
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
法
人
設
立
30
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り

ま
し
た
が
、｢

コ
ロ
ナ
騒
ぎ｣

、｢

70
歳
就
業
法｣

な
ど
に

よ
り
環
境
が
激
変
し
、
入
会
者
の
高
齢
化
と
減
少
、
退

会
者
の
増
加
、
就
業
先
の
減
少
な
ど
の
課
題
に
直
面
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
専
門
委
員

会
を
会
員
増
強
・
就
業
拡
大
委
員
会
と
広
報
・
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
委
員
会
に
再
編
整
備
し
、
重
要
課
題
（
会
員

の
増
強
、
就
業
先
の
確
保
・
開
拓
な
ど
）
に
つ
い
て
、

会
員
・
役
職
員
に
よ
る
活
発
な
調
査
、
検
討
、
意
見
交

換
、
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
中
で
も
、
30
周
年
記
念
事

業
、
研
修
旅
行
、
総
会
、
安
全
就
業
講
習
会
な
ど
、
地

区
懇
談
会
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
無
事
成
功
裡
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
会
員
や
役

職
員
の
皆
さ
ま
が
創
意
工
夫
し
、
力
を
結
集
し
て
コ
ロ

ナ
下
で
の
実
施
に
向
け
て
尽
力
い
た
だ
い
た
お
陰
で
あ

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
従
来
以
上
に

充
実
し
た
地
区
懇
談
会
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

手
始
め
に
、
コ
ロ
ナ
下
で
あ
っ
て
も
、
や
り
方
を
工
夫

し
、
全
事
業
を
着
実
に
実
施
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。先

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
委
員
会
に
お
い
て
更

な
る
意
見
集
約
を
行
い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
順
々
に
具

体
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
各
職
場
、

各
地
区
、
各
作
業
班
に
お
い
て
も
、
活
発
に
議
論
い
た

だ
き
、
事
務
局
や
役
員
、
専
門
委
員
会
委
員
に
提
言
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
地
域
に
と
っ
て
も
、
小
矢
部

市
に
と
っ
て
も
、
会
員
に
と
っ
て
も
、
頼
り
に
な
る
、

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
に
向
け
て
会
員
・
役
職
員
力
を
合

わ
せ
、
前
進
す
る
年
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
壬
寅
（
み
ず
の
え
と
ら
）
の
年
。
厳
し
い
冬

を
乗
り
越
え
て
芽
吹
き
が
始
ま
り
、
新
し
い
成
長
の
礎

と
な
る
年
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
関
係
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
成
長
の
礎
を
築
き
、

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
そ
う
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柴
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謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す



令和３年１１月８日、

小矢部市長桜井森夫様、

小矢部市議会議長吉田康

弘様に対し、当センター

柴田理事長、中村副理事

長、栢元事務局長が令和

４年度の運営・事業費補

助金の予算等の要望を行

いました。

小矢部市への支援要請について

市長への要望 議長への要望
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ご
あ
い
さ
つ小

矢
部
市
長
　
　

桜
井
　
森
夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
令
和
４
年
の
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
市
政
発
展
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設

管
理
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
も
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
法
人
設
立
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
貴
セ
ン

タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
年
齢
者
の
「
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
」
と
「
地
域
社
会
の
福
祉

の
向
上
及
び
活
性
化
」
に
向
け
、
「
自
主
・
自
立
に
よ

る
運
営
、
共
働
・
共
助
に
よ
る
就
業
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

就
業
機
会
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ

て
多
大
な
る
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
民

ニ
ー
ズ
が
変
化
す
る
中
で
、
空
き
家
の
見
守
り
を
始
め

と
し
た
時
代
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
お
ら
れ

ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
生
活
に
お

け
る
利
便
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
よ
う
な
取
組
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
、
年
明
け
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ほ
か
、
車
両
の
立
往
生
や
集

落
の
孤
立
が
発
生
し
た
「
豪
雪
」
、
特
産
品
の
鶏
卵
生

産
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

と
、
ま
さ
に
立
て
続
け
の
難
局
に
直
面
し
た
幕
開
け
で

し
た
。
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
お
け
る
本
市
出
身
の
山
下
選
手

や
村
田
選
手
の
活
躍
、
メ
ル
ヘ
ン
お
や
べ
源
平
火
牛
ま

つ
り
「
源
平
た
い
ま
つ
パ
レ
ー
ド
」
の
開
催
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
気
持
ち
が
盛
り
上
が
る
よ
う
な

明
る
い
話
題
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
だ
終
息
の
気
配
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆

様
に
、
安
全
で
そ
し
て
安
心
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
強
く
思
っ
て
い
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
は
、
第
７
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
魅
力
・
安

心
・
充
実 

し
あ
わ
せ 

お
や
べ
」、「
心
が
や
す
ら
ぐ
健

康
と
あ
た
た
か
な
福
祉
で
支
え
合
う
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
誰
も
が
心
身
と
も
に
健
康
に
、
と
も
に

支
え
あ
う
温
か
な
福
祉
環
境
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご

尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
、
会
員

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



法人設立３０周年記念式典開催法人設立３０周年記念式典開催
令和３年10月22日（金）午前10時〜
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一
、
開
式
の
こ
と
ば 

一
、
式
　
　
　
　
辞

一
、
表
彰
状
・
感
謝
状
贈
呈

一
、
来

賓

祝

辞 

一
、
受
賞
者
代
表
謝
辞 

一
、
閉
式
の
こ
と
ば

設
立
30
周
年
記
念
式
典
次
第

令
和
３
年
10
月
22
日
︵
金
︶
午
前
10
時
か
ら
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
法
人
設
立
30
年
を
記
念

し
て
﹁
設
立
30
周
年
記
念
式
典
﹂
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

柴
田
理
事
長
の
式
辞
の
後
、
理
事
長
、
副
理
事
長
の
要
職
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
た
お
二
人
と
会
員
と
し
て
長
く

活
躍
さ
れ
て
い
る
お
一
人
に
対
す
る
表
彰
状
の
授
与
、
会
員
の
就
業
機
会
創
出
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
発
注
者
や

地
区
連
絡
委
員
を
３
期
以
上
務
め
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
ご
来
賓
︵
桜
井
森
夫
小
矢
部
市
長
、
吉
田
康
弘
小
矢
部
市
議
会
議
長
、久
世
浩
公
益
社
団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
︶
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

前
理
事
長
の
東
勲
さ
ん
か
ら
感
謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
は
第
二
部
と
し
て
、
元
北
日
本
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
現
在
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
相
本
芳
彦
さ
ん
か
ら
、
﹁
伝
承
〜
シ
ル
バ
ー
世
代
だ
か
ら
出
来

る
こ
と
〜
﹂
と
題
し
て
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
富
山
弁
の
ル
ー
ツ
や
方
言
の
よ
さ

な
ど
、
い
つ
し
か
相
本
さ
ん
の
話
術
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
出
席
し
た
会
員
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
も
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
と
し
て
、
就
業
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
生
き
が
い
を
見
出
そ
う
と
い

う
前
向
き
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

受付風景

理事長式辞

司会

検温

特別表彰

感謝状贈呈

地区連絡委員 発注者の皆様

来賓祝辞



記
念
式
典
と
同
日
、
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
お
や
べ
で
会
員
作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
32
名
か
ら
、
生
け
花
、
盆
栽
、
絵
画
、
写
真
、
書
、
手
芸
、
工
芸
品
な
ど
、
幅
広

い
分
野
か
ら
95
点
に
上
る
出
品
が
あ
り
、
と
こ
ろ
狭
し
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
丹
精
込
め

た
力
作
揃
い
で
、
い
ず
れ
も
負
け
ず
劣
ら
ず
の
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
し
た
。
来
場
者

の
評
価
は
高
く
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

会

員

作

品

展

相
本 

芳
彦 

氏

第
二
部 

記
念
講
演

抽選会の模様

広報・イメージアップ委員会コーナー

発刊した記念誌
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安 全 管 理 委 員 会 だ よ り
　安全管理委員会では「事故 0」を目指して安全パトロールをはじめとす

る安全対策を進めてまいりましたが、いまだ道半ばといったところです。

本年は昨年以上に「事故 0」を目指して活動していきたいと思います。

会員の皆様には本年も安全・適正就業にご理解とご協力をお願いします。

事故発生状況（令和３年４月～11月）

　今年度は特に、転倒による事故が目立ちます。就業場所への移動中など誰にでも起こりうる事故です。

周辺、足元には十分注意してください。

広報・イメージアップ委員会

地 区 連 絡 委 員 会

委員会
だより

「安全管理委員会」「地区連絡委員会」、改編された「会員増強・就業拡大委員会」

「広報・イメージアップ委員会」の今年度これまでの活動を報告します。

７月から５回の委員会を開催。「新規会員の獲得と連携強化」「就業機会の拡大」両面から、

課題の整理と対応策を議論しています。

［検討事項］

・新規会員の獲得のための会員紹介カードの作成、ポイント制度の見直し

・準会員制度づくりと会費割引制度の導入

・女性会員対象の講習会の実施

・新生活支援サービスなど独自事業の取組み

・会員連携強化のためのシルバーショップの開催や地区懇談会の充実

検討事項を整理して、できることから順次実行していきます。

６月から５回の委員会を開催。「シルバーおやべ」を発行するとともに、チラシやパンフレットの作成

などシルバー人材センターの魅力向上・宣伝のための事業について議論しています。

［実施事項・検討事項］

・「シルバーおやべ」第50号（8月）、第51号（本号）の発行

・お仕事説明会チラシの発行

・会員加入促進用チラシ・発注者向けチラシの作成

・ホームページの見直し、その他センターのイメージアップにつながる

事業実施　

今年度は、設立30周年記念事業もあり活動が多いのですが、これから地区懇談会に向けて、たくさん

の会員が参加されるよう企画します。

・定時総会（５月）の出席の取りまとめや運営協力

・シルバーボランティア活動（10月）の活動協力

・設立30周年記念事業（10月）の式典運営や欠席者への対応

・地区懇談会（２月）実施の企画運営

会員増強・就業拡大委員会

飛石によるガラス破損
（機械刈、植栽管理）

２件

転倒による打撲、骨折
（受付、清掃、屋外作業）

３件

ハチ刺され
（機械刈）

１件

三脚からの転落
（植栽管理）

１件
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声
会員の

早
い
も
の
で
、
私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ

て
一
年
半
に
な
り
ま
す
。

「
就
業
」
、「
生
き
が
い
の
発
見
」
を
目
的
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

就
業
で
は
、
今
ま
で
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
「
駐
車
場
整
理
」、「
お

墓
掃
除
」
な
ど
を
、
継
続
業
務
で
は
「
環
境
セ
ン
タ
ー
受
付
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
々
一
見
簡
単
そ
う
な
仕
事
で
す
が
そ
れ
な
り

に
特
別
な
業
務
で
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
を
得
て
今
ま
で
な
ん
と

か
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
環
境
セ
ン
タ
ー
受
付
業
務
は
一
か

月
あ
た
り
８
日
、
９
日
で
す
が
、
近
年
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
」
で
多
く
の
人
の
在
宅
時
間
が
増
加
し
、
結
果
、
各

家
庭
の
ゴ
ミ
の
整
理
が
多
く
な
り
セ
ン
タ
ー
内
業
務
が
日
々
忙
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
金
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

瞬
時
の
お
つ
り
の
計
算
が
必
要
で
、
日
々
老
化
が
進
ん
で
い
る
私

の
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
い
ま
す
。

今
後
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
狙
い
各
講
習
会
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
、
更
に
幅
広
い
就
業
に
関
わ
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
「
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
が

法
人
設
立
30
周
年
の
年
で
、
先
の
10
月
に
は
記
念
式
典
開
催
、
記

念
誌
の
発
刊
、
そ
し
て
会
員
作
品
展
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
特
に
作
品
展
に
大
き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
玄
人
顔

負
け
の
素
晴
ら
し
い｢

書
」、｢

絵
画
」、｢

写
真
」、｢

工
芸
」
な
ど
多

く
の
作
品
が
並
び
、
達
成
感
が
十
分
満
た
さ
れ
た｢

生
き
が
い｣

へ

の
情
熱
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
私
も｢

陶
芸
」
、

「
ピ
ア
ノ
演
奏
」
に
興
味
が
有
り
、
生
き
が
い
の
一

つ
と
し
て
少
し
ず
つ
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
他
の
人
に
「
〇
〇
を
行
っ
て
い
る
。
習
っ
て

い
る
。」
と
言
え
る
実
力
は
有
り
ま
せ
ん
。
こ
の
度

の
皆
様
の
作
品
の
よ
う
に
、
少
し
で
も
早
く
公
表

出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
入
会
時
の
目
的
を
忘
れ
ず
に
、
与
え
ら

れ
た
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
人
生
百
年
時
代
に
向

け
て
活
動
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て

松
沢
地
区
　
寺

田

孝

則

今年

「年男・年女」
 を迎えられた

 会員の皆様に

 お聞きしました！！

① シルバーに　　　
　 入会された動機

② 今年の抱負

③ 日頃より健康に　
　 留意していること

④ 好きな食べ物

⑤ 趣味

埴生地区　山田　由紀子さん

① 友達から「シルバーの会員にな
れば、仕事もあるし皆さんと
お話も出来るから楽しいよ」と
言われて入会しました。入会
して20年になります。

② 今、元気でいられるのも健康
あってのことなので、これから
も健康でいられたら幸せです。

③ 軽い運動、ペタンクやったり、
長寿会に出て友達とお話しす
ることが健康の秘訣です。

④ 好き嫌いは全くありません。
お寿司が大好きです。

⑤ 草むしり

埴生地区　長井　忠昭さん

① 県の事務局にいるとき、シル
バーさんに紹介され入会しま
した。今は陸上競技場で受付
をしています。

② 営農組合の仕事もしており多
忙な毎日ですが、健康に一番
気を付けて一年暮らすことで
す。

③ 毎日ウオーキングをして健康
管理をしています。

④ 好き嫌いなく、何でも食べる
オールランドです。

⑤ パークゴルフ

松沢地区　堀田　千恵子さん

①  退職後まだ健康であり、シルバー
の各種講習会への参加と新たな
職とお友達が出来ると思った。

② コロナが終息し、一日も早く
元の生活に戻り自由に行動で
きる一年にしたいです。

③ 食 生 活「 ま･ご･わ･や･さ･し･い 」
の食材の活用とタンパク質を
とる。自分の身体に合わせ、
無理せず行動する。沢山の方々
と関わる社会参加（ボランティ
ア･趣味のグループ等）

④ 自採り野菜、柿、梨

⑤ 家庭菜園、草花の世話

松沢地区　上山　登喜夫さん

① 年齢がシニアに達したのでいい
仕事があればと思って入会した。

② こうして元気に生きられるのも
健康であるからなので、一年健
康で生きられれば一番いいです。

③ 自然のままに身体を動かすこと、
自分の好きなことをすること。

④ 嫌いな食べ物はありません。
特別好きな食べ物はありませ
ん。

⑤ 本を読むこと。

埴生地区　一木　順子さん

① ３年前友達に誘われて入会し
ました。

② 年齢のこともあり、身体の健
康、心の健康を考えながら充
実した毎日を過ごすことです。

③ 毎日散歩をしながら健康管理
をしています。

④ 好き嫌いなくみんな好きです

⑤ ウオーキング

松沢地区　広田　敏則さん

① 会員の皆さんが、年齢を感じ
させないほど元気に、色々な
職場で活躍されていたので、
自分も入会しました。

② やりたいと思った事は、何事
に対しても前向きに行動して
いきたい。

③ 健康に留意して、年齢に応じ
て無理なく日々の生活を送る。

④ 果物、漬物

⑤ 家庭菜園、パチンコ



今年度は雨天のため、ボランティア活動は中止となりました。交通安全講習会に
ついては、高内安全管理委員長から、今年度の市内死亡事故や就業先での交通安全
についての説明がありました。
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シルバーおやべでは、会員相互の就業状況を知ってもらうため就業先を訪問して、皆さんの活躍ぶりを紹

介するコーナーを企画しました。

今回は「シルバー空き家見回り」の就業現場を訪れました。吉田外茂治さんが、建物の外側からチェックシー

トに基づいて異常がないか点検しました。主なチェック項目は、玄関戸や窓の施錠の有無、外壁･屋根･雨樋･屋

外水栓などの状況確認、雑草･庭木の繁茂の状況、付属建物の点検などです。訪問した当日は２件見回り、そ

の結果は事務所のパソコンで報告書を作成して完

結しました。

吉田さんからは、「空き家は、少子高齢化など

により年々増え社会問題となっております。そう

した中で、点検結果を持ち主の方や依頼主の方に

お知らせして少しでも解決に繋がればやりがいを

感じます。」とのコメントがありました。

ちょっとひと息コーナー 就業先訪問  「 空き家見回り」

一昨年の暮れ、中国の武漢から発生した新型コロナは瞬く間に世界に広がり、WHOは「COVID-19」と命名、全世

界にパンデミックを発令した。それから２年が経過したがウイルスは変異しながら猛威を振るい、今や世界全体で

２億5000万人が感染し、500万人以上の人が尊い命を失い、パンデミックは今も続いている。

日本では昨年の春、クルーズ船の乗客から発生、当時の首相はいち早く学校の休校や緊急事態宣言の発令、国民

全員にマスクを配布するなどの対策を実施したものの第一波、二波とこれまで五波の流行が発生、一時は全国で

１日２万7000千人を超える人が感染するまでになった。その後、ワクチン接種や三密（密集・密閉・密接）の回避、

マスクの着用など感染予防の徹底より、感染者は激減したもののいつまた第六波が発生するか判らない状況である。

私の妻は若年性アルツハイマー型認知症を患い、介護施設に入所して３年になる。最初の一年は、ほぼ毎日面会

できたが、ここ２年間新型コロナの発生により、面会禁止となった。面会できてもガラス越しにしか面会できない。

流行が下火になった今でも、面会は出来ない状況にある。いつ、以前のような面会ができるか全く分からない。

今年は、新型コロナの感染が落ち着き、国民全員がコロナ前の様な生活が一日も早く来ることを願うのみである。

M・T　

会 員 寄 稿

令和３年10月６日
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た
だ
嬉
し
か
っ
た
。
何
十
年
こ
の
方
抱
い
て
い
た
、「
神
々
の
集
っ
た
と
い
う
出
雲
大
社
を
こ
の
目
で
確
か

め
た
い
。
地
上
高
48
ｍ
も
の
神
殿
の
柱
が
発
掘
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
是
非
見
た
い
。
何
か
行
く
機
会
が
無
い
も
の

か
。」
と
の
思
い
が
叶
っ
た
の
だ
か
ら
。
一
昨
年
の
春
に
は
、
隠
岐
の
島
へ
行
く
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
の
時
が

出
雲
大
社
参
拝
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
で
中
止
。「
縁
が
な
い
の
だ
」と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。

し
か
し
、
諦
め
ず
に
待
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。
昨
年
夏
の
会
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
お
や
べ
」
の
互
助
会
だ
よ

り
「
会
員
親
睦
旅
行
」
の
案
内
が
目
に
留
ま
り
、
何
の
躊
躇
も
な
く
直
ぐ
に
申
し
込
ん
だ
。
し
か
も
今
回
の

旅
程
は
、
足
立
美
術
館
の
お
庭
も
見
ら
れ
る
。
こ
ん
な
に
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
な
こ
と
は
な
い
。

前
置
き
は
さ
て
お
き
、
11
月
11
日
、
憧
れ
の
出
雲
を
目
指
し
、
バ
ス
で
小
矢
部
を
出
発
。
足
立
美
術
館

見
学
の
後
は
玉
造
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
寛

く
つ
ろ

ぎ
、
出
雲
大
社
参
拝
前
の
禊み

そ

ぎ
（
？
）
を
済
ま
せ
た
気
分
で
就
寝
。

翌
日
、
12
日
の
朝
は
、
稲い

な

佐さ

の
浜
（「
稲
佐
」
の
い
わ
れ
は
、
国
を
譲
る
か
ど
う
か
諾だ

く

否ひ

を
迫
っ
た
事
か
ら
、

諾い
な

否せ

が
稲
佐
に
な
っ
た
と
か
）
へ
。
豊と

よ

玉た
ま

毘ひ
こ

古の
み

命こ
と

を
祀
る
祠
の
下
で
砂
を
搔
き
採
っ
た
。
こ
の
旅
の
一
番

の
目
的
地
で
あ
る
出
雲
大
社
で
は
、
御
本
殿
に
参
拝
し
た
後
、
境
内
で
最
大
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ

れ
、
八や

岐ま
た

の
大お

ろ

ち蛇
退
治
で
有
名
な
素す

さ

戔の
お

嗚の
み

尊こ
と

が
祀
ら
れ
る
素そ

が

鵞の
や

社し
ろ

に
お
参
り
。
素
鵞
社
は
、
御
本
殿
の
背

後
に
聳
え
る
御
神
体
「
八
雲
山
」
の
麓
に
位
置
し
、
人
に
よ
っ
て
は
強
い
神
気
を
感
じ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
稲
佐
の
浜
で
採
っ
た
砂
を
床
縁
下
に
置
き
供
え
、
先
に
置
い
て
あ
っ
た
砂
を
少
し
い
た
だ

い
た
。
実
の
と
こ
ろ
は
、
私
が
お
参
り
す
る
前
に
誰
か
が
供
え
た
も
の
か
、
従
来
か
ら
あ
る
も
の
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
御
利
益
を
信
じ
て
持
ち
帰
り
、
自
宅
の
敷
地
に
撒
い
た
。

「
ア
ゴ
」
と
い
う
ト
ビ
ウ
オ
の
呼
び
方
は
山
口
県
〜
富
山
県
ま
で
ら
し
い
。
そ
の
昔
、
出
雲
の
大お

お

国く
に

主
ぬ
し
の

大お
お

神か
み

が
越
の
国
を
統
治
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
残
な
の
だ
ろ
う
か
と
の
確
認
も
含
め
、
古
事
記
を
も
う

一
度
読
み
直
す
と
い
う
ご
縁
に
恵
ま
れ
た
。
兎
に
角
、

「
神
々
の
集
っ
た
と
い
う
出
雲
大
社
」、「
地
上
高
48
ｍ

も
の
神
殿
の
柱
が
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
出
雲
大
社
」

を
こ
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意

義
な
旅
だ
っ
た
。
た
だ
悔
や
ま
れ
る
の
は
、
出
雲
大

社
で
何
も
お
願
い
し
な
か
っ
た
こ
と
。

今
後
も
シ
ル
バ
ー
で
健
康
を
維
持
し
、
前
向
き
に

過
ご
し
た
い
。
出
雲
と
の
次
の
ご
縁
を
信
じ
て
。

足
立
美
術
館
と
出
雲
大
社
参
拝
　
　
　
　
　  

埴
生
地
区
　
　
上
埜
　
玉
紀

互 助 会 だ よ り

秋晴れの日、楽しみにしていた互助会主催のウオーキングに参加しました。今回のコースは、南

谷公民館を出発〜安楽寺観音堂〜金峰坂の石柱碑〜旧国道の跡〜林清則邸の広場（旧北陸本線が

通っていた所がみえる）〜倶利伽羅新道（明治天皇御巡幸の為作られた）〜高田邸の八重桜〜天田峠

〜南谷公民館のコースおよそ６キロメートルを、25名の参加のもと、開催されました。当日はガ

イドを務められた「おやべメルヘンガイド」の橋本さんの説明がとても分かりやすく、私たちの先祖

がいかに大変な思いをしておられたかを窺い知ることができました。

特に、北陸線が石動駅から倶利伽羅トンネルの勾配がきつく石動駅に戻ってしまう事故が多く

あったので、（私にすればつい最近の事に思える）昭和16年から30年にかけて鉄道の掘り下げ工事

が行われ倶利伽羅トンネルが完成、昭和37年に複線化工事が完了

したことを知りました。まだまだ知らないことが沢山有りそうです。

これからも健康で過

ごしたいので、体力作

りを兼ねたシルバーの

事業をどんどん企画し

ていただきたいと思い

ます。

シルバーウォーキングに参加して
正得地区　小倉　小夜子

足立美術館 庭園

出雲大社 御本殿前
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令
和
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
一
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
に

翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
昨

年
は
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
観
戦
し
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
活
躍
ぶ
り
に
一
喜
一
憂
し
た
も
の

で
す
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
30
周

年
記
念
式
典
は
無
事
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
節
目
に
出
会
え
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
こ
の
組
織
を
繋
い
で
こ
ら
れ

た
諸
先
輩
や
、
事
務
局
の
お
か
げ
で
あ

り
、
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
功
績
の

賜
物
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
、
広
報
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

委
員
会
は
、
文
字
ど
お
り
各
種
活
動
を

通
じ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
務
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
寒
さ
に
十

分
注
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
健
康

で
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
報
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
委
員
会

　
委
員
　
吉
田
　
外
茂
治 

あ
と
が
き

行事案内

ほのぼのコーナー
今回は菊の盆栽を20年近く手がけていらっしゃる、北蟹谷地

区の寺嶋幸敏会員をご紹介します。

以前旅行で大阪城を見学した際、そこに飾ってあった菊の盆栽

に魅せられ、虜になったのが始まりだそうです。

以来20年近く。菊の盆栽を手がける仲間が少なく、専門書を

購入したり、図書館通いをして独学で勉強を続けてこられ、何度も失敗

もしたりで、毎年毎年が研究の積み重ねだそうです。その年により出来不出来もあり、大

変難しいとのことですが、今は地域の催事などへも出展要請され、応じていられるそうです。

現在菊の盆栽が５鉢、その他の盆栽を含め20鉢以上手がけておられるとのこと。

１年間の流れとしては、前の年の９月頃から新芽の挿し木から始まり、冬場の雪の下の管理、４月になっての

植え替え、不要な芽の摘み取りや茎の這わせ方、害虫や肥やし水管理など、11月の開花まで１年以上の時間を

かけていらっしゃるとのことです。

盆栽以外では野菜作りにも精を出され、シルバーでは剪定作業に携わっておられるとのことで、毎日元気に忙

しく過ごしておられ、健康の秘訣は？とお伺いしたところ、「健康の秘訣ではないけれど、一日一日怪我なく元

気で終え、一日終えた夜の晩酌が最高の楽しみやちゃ」とにこやかに語っておられました。

寺嶋さんの菊の盆栽は毎年11月中旬から約１ヶ月間シルバー事務局入り口にも展示して頂いており、会員の

皆様には来年も楽しみにして頂ければと思います。

（取材：広報・イメージアップ委員会　谷　博道）

・地区懇談会

【とき】 ２月中に開催

【場所】 各地区（５箇所）

・安全就業講習会

【とき】 ３月11日（金）

　　　　　　　午後２時から

【場所】 クロスランドおやべ

　　　　　　　メインホール

※詳細は別途ご案内いたします。

「シルバーおやべ」では、皆様からの「会員の声」や「ほのぼのコーナー」への投稿をお待ちしています。

※新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止となる場合が
あります。

北蟹谷地区　　寺嶋 幸敏　会員

令和３年11月12日（火）KNBラジオ「でるラジ」にて、会員の谷博道さん、

橋本政子さんが生出演し、小矢部市シルバー人材センターを宣伝されました。

放送は午後12時30分から始まる生放送番組「でるラジ」内での午後２時45

分ごろの約15分間でした。

お二人は放送中「シルバー人材センターに入ったきっかけ」や「入って良

かったこと」、「携わっている仕事」「入会を迷っている方への勧誘の一言」な

ど話されました。

またちょうど30周年式典間近の時期でもあ

り記念式典の案内もされました。

放送を終えたお二人の感想は、「うまく話せ

たかわかりませんが、貴重な経験をさせてもら

いました。」「木下アナウンサーの話の誘導には

感心させられました。」「局内も見学させて頂き

良かった。」などと話されていました。

お疲れ様でした。

KNBラジオ「でるラジ」にて　

小矢部市シルバー人材センターをアピール！




